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本論文の構成は以下のとおりである.　第 1章では, 本研究の目的と背景について述べ，第 2章では, 複数のセ
ルオートマトン・モデルを定義している. これらは標準セルオートマトン (CA), セル間通信量を 1-bit/1-stepに
制限した 1ビット・セルオートマトン (CA1 bit)並びにマルチレイヤー・セルオートマトン (MLCA)である．












第 4章では，FSSPを考察し，得られた諸結果をまとめている．従来の FSSPでは，4状態ですべての CAの
同期を実現する解 (完全解) は存在しないことが証明されていた．申請者は，部分解なる考え方を初めて FSSP
に導入し，サイズ nが n = 2k; k  1なるセル空間の同期が可能な対称型 4状態部分解の存在を初めて明らかに
する．その数は 17個であることを突き止め，巨大な解空間の中から，目標の FSSP解にアプローチする手法を















数学的に，数多くの研究成果を取りまとめている．数列生成問題は，Fischer [1965], 有沢 [1971], Korec [1990,
1997]らの研究に端を発するが，申請者は生成に要する時間を最適化し，生成に必要な内部状態数を極限まで削
減し，より弱い計算モデル上で最適性を示すなど，先に示されていた諸結果を改良している．得られた成果は新
規性が極めて高い．隣接するセル間の通信量を 1-bit に制限した CA1 bit に関する申請者の研究は，その後の
M. Kutrib [2008](Giessen Univ., Germany)らの研究でしばしば引用され，少なからずこの分野の研究に影響
を与えたものと思われる．申請者が明らかにした対称型 4状態 2k 同期プロトコルの研究 [2008-2009]は，3年後
のW. L. Ng [2011](Univ. of California, Irvine)の非対称型 4状態 2k 同期プロトコルの研究のベースとなり，




















論文審査委員 主査 教授 梅　尾　博　司
副査 教授 浅　倉　史　興
副査 教授 越　後　富　夫
副査 教授 来　海　　　暁
- 5 -
